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第６９回 五條警察署協議会

開催 日 時 令和６年２月29日(木) 午後１時20分から午後２時20分（60分）

開 催 場 所 五條警察署 研修場

委 員 谷向会長 尾﨑副会長 栗山委員 増谷委員 中平委員 馬場委員

（定数７名） 住谷委員 以上７名

警 察 署 署長 副署長 十津川分庁舎所長 警務課長 会計課長

生活安全課長 地域課長 刑事課長 交通係長 警備課長 県民サー

ビス係員 以上11名

議 事 概 要 １ 会長挨拶

この委員会の開催も、コロナ禍のために少し間が空いていたが、未だ終息に至

っておらず、もう少し時間がかかるのではないかと思っている。

今年１月１日に発生した能登半島地震につき、その地域の方々には大変気の毒

な反面、私達にも災害に関して大きな課題を与えられたように思う。

五條市にも中央構造線という活断層が走っており、この活断層が活発に活動す

れば地震につながると言われている。

災害や事件、事故が多発しておる昨今、心配の種は尽きない訳であるが、私達

市民は１日１日を安心して暮らしたい。

そのためにも、警察官の方々には、大変ご苦労をおかけするが、県民の生命と

財産を守っていただきたく、何卒よろしくお願いしたい。

２ 署長挨拶

昨年の県内犯罪情勢であるが、刑法犯認知件数は増加傾向にあり、その中でも

振り込め詐欺をはじめとする「特殊詐欺」は、県内での被害が230件、被害総額

も約5億9,310万円にのぼるなど、依然として厳しい情勢と言える。当署管内は刑

法犯認知件数が65件と減少傾向にある。交通情勢は県内において減少傾向にある

が、死者のうち高齢者が69.2％を占め今後増加が懸念される。当署では交通事故

件数、死者数いずれも減少傾向にある。警察を取り巻く厳しい情勢の中、県警の

運営方針を実現する為に署員一同、肝に銘じている。今回も委員皆様の忌憚のな

い意見を伺い今後の警察業務に反映させたい。委員の皆様方のより一層のご支援

ご協力をお願いする。

３ 協議内容

(1) 令和５年業務推進結果及び令和６年業務推進計画

各課長から説明

(2) 警察活動全般に対する意見要望 ・質疑応答

ア 地域課関係

交番・駐在所の統廃合について、その経緯を教えてほしい

【地域課長】

奈良県警察交番駐在所最適化指針が策定されている。

これに至った経緯であるが、現在の交番駐在所の配置場所・配置数は人

口や街頭活動等が増加傾向にあった平成10年頃までの社会情勢・治安情勢
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等をベースに策定されている。その後社会情勢等は大きく変化し、県警察

は時代の変化に対応し治安を維持する為に対策を講じてきたが、限られた

警察力を最大限に発揮し、「日本一安全で安心して暮らせる奈良の実現」

という目標を達成するため、この最適化指針が策定された。

イ 交通課関係

本年３月23日に、大塔町から十津川村に通じる国道168号上に、新阪本

トンネルが開通される。現在でも早朝や帰宅時間帯に交通量が多くスピー

ドを出して通行しているが、トンネルが開通されれば、更にスピードを上

げて通行する車両が増えるので、交通事故につながる可能性が高い。

トンネルが開通した後に交通事故等が起きないようにお願いしたい。

【交通課】

交通違反の取締りや交通事故抑止に向けた活動を実施する。

４ 警察署協議会の議事録

当警察署協議会の議事録については、「個人のプライバシーに関する事項及び

協議会の議決により公表しないと決定した事項を除いたもの」を作成して閲覧に

供すると全会一致で決定した。

５ 次回の協議会日程

令和６年６月頃開催予定


